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■ 業績概要 
インターネット，交通網，VLSI 配線などに関する多くの問題は，

点およびそれらを結ぶ辺からなる“グラフ”上の離散問題として定

式化されるため，グラフ問題を高速に解くアルゴリズムの開発研究

が望まれていた。また，秘密情報をいくつかの分散情報に分割し，

それらから元の秘密情報を復元させる一般的な“秘密分散共有法”

の開発が急務であった。 
 本研究では，構造的グラフや平面グラフのほとんど全ての組合せ

問題に対し，高速アルゴリズムを自動的に設計する方法論を確立す

るとともに，秘密共有する各構成員に分散情報を複数個割り当てる

複数割り当て法を発明し，いかなるアクセス構造も実現できること

を示した。 
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 本研究により，構造的グラフや平面グラフに対し極めて効率的なアルゴリズムが自動的

に設計でき，任意のアクセス構造を有する秘密分散共有法が実現できるようになった。 
 本成果は，インターネットのルーティングや VLSI 配置・配線，USB メモリの管理技術

や秘密鍵共有技術に寄与することが期待される。  
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